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●
横
地
城
跡
保
全
の
会
（
菊
川
市
）

●
浮
橋
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伊
豆
の
国
市
）

●
清
沢
（
静
岡
市
葵
区
）

イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

●
ら
び
り
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す
ゆ
う
と
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浜
松
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央
区
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●
白
糸
の
里
（
富
士
宮
市
）
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お
か
運
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フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
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〈
令
和
６
年
８
月
現
在
〉

154

上野美農里の会 / P5

中郷地区

市之瀬
地名

パノラマ遊花の里

潮騒響く玉ねぎの里　篠原

朝比奈

坂部

茂畑

大賀茂

久米田

上長窪地区

深良地区

山田川自然の里
三島箱根西麓地区

奥藁科・大川

～竜ヶ石山～西四村の里

田原地区

はるやま21

浮島

夢むら井田

上佐ヶ野わくわくの里

とんぼの里岩井
和地ふるさと会

ひずるしい鎮玉 花桃の里

一の宮の里
天方

そばの里づくり佐久間

カカシ祭りの里 新野

滝沢・滝ノ谷

殿

日本一のだいだいの里
 「多賀」

大淵笹場

岩本山とかりがね堤を守る邑

内房の里

東町

吉田たんぼ東山口・西山口 

地域いきいき共生！ 
恩地町環境みどり会

45
31

52

26

今神倶楽部

富士山のふもとの郷を
守る邑

韮山金谷

十足

奈良本

伊豆月ヶ瀬梅の里

方ノ上

足久保

縁結びの村くのわき

ほっと龍山

玉川

沼田ロマンチック街道

そよかぜ広場
諸井里山の里

上野美農里の会

丹那

いずのやね茅野

歴史と自然が奏でる里山 三倉

水見色

柚野の里

清水区西里

下大沢

湯日

夢未来くんま

加瀬沢

河津桜とねはんの里 沢田

らびりんすゆうとう/ P9

白糸の里 / P10

横地城跡保全の会 / P3

清沢 / P7 浮橋 / P5

2023 年、実に４年ぶりに開催された立石神社大祭
の様子。立石神社神輿会の皆さんが重い神輿を担い
で練り歩く姿はまさに圧巻です。
# しずおかむらたび夏 2023 Instagram フォトコン
テスト入賞作品「祭が渡る」/撮影者：@shin81014

表紙 /藤枝市岡部町内谷
（ふじのくに美しく品格のある邑：岡部本郷）
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横地城跡保全の会
（菊川市）

浮橋
（伊豆の国市）

清沢
（静岡市葵区）

らびりんすゆうとう
（浜松市中央区）

白糸の里
（富士宮市）

2024

03

05

07

11

09

10

13

フォトコンテスト

藤枝市滝沢（ふじのくに美しく品格のある邑：滝沢・滝ノ谷）
#しずおかむらたび夏2023Instagramフォトコンテスト入賞作品「山村の花火」/撮影者：@otnky321

一社一村しずおか運動

　日本一高い富士山や日本一深い駿河湾など、変化に富んだ
地形と清らかな水に恵まれた静岡県は、農作物や水産物の品
目数において全国トップクラス。この豊かな食材を生産する
県内の農山漁村には、棚田や茶畑といった美しい風景に加え
て、古くから伝わる伝統が息づく地域それぞれの「宝（資源）」
があります。
　「ふじのくに美しく品格のある邑」とは、地域の宝を大切に
思い、それを守り、次世代につなげていこうとする人々が集
まって、真摯に活動を行う理想の農山漁村として「ふじのく
に美しく品格のある邑づくり」連合が認定した地域（邑）です。
平成 24年度に 35 市町の 45 地域が認定されたのを皮切りに、
毎年登録数が増え続け、令和 6年 8月現在で 154 の地域が名
を連ねています。
　「ふじのくに美しく品格のある邑」は、深い山々に囲まれた
山間地の集落から、周囲が市街地化された農園まで、その個
性は様々です。
　周辺環境だけにとどまらず、規模の大小、文化や歴史、特
産品や名物など、154 の地域にはそれぞれに特徴があり、県
全域で多彩で多様な魅力を形成しています。
　また、そこで活躍する人々も魅力的です。自分たちの地域
を愛し、活動に誇りを持つ人たちの自信に満ちた姿は、訪れ
る人にとって、忘れられない「美しい思い出」となるはずです。
　「ふじのくに美しく品格のある邑」の詳しい情報は連合の
ホームページにあります。魅力的な場所、地域
の特産品、参加できるイベント情報なども掲載
されているので、まずは気になる邑を訪ねてみ
ましょう。



　

室
町
期
の
遠
江
国
を
代
表
す
る

名
族
、
横
地
氏
の
本
城
と
し
て
築

か
れ
た
横
地
城
。
山
城
跡
と
し
て

は
県
内
最
大
か
つ
最
古
で
、
国
指

定
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
然
も
豊
富
で
、
春
に
は

５
０
０
本
も
の
桜
が
咲
き
誇
り
、

壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
桜
並
木
が
楽

し
め
ま
す
。

　

そ
ん
な
歴
史
あ
る
美
し
い
横
地

城
跡
を
自
分
た
ち
の
手
で
守
ろ
う

と
立
ち
上
が
っ
た
の
が
、
横
地
城

跡
保
全
の
会
。
横
地
城
跡
運
営
協

議
会
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な

り
、
毎
月
、
横
地
城
跡
周
辺
の
除

草
作
業
や
樹
木
伐
採
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

会
長
を
務
め
る
鈴
木
勝
章
さ
ん

は
「
山
城
跡
と
あ
っ
て
敵
の
侵
入

を
防
ぐ
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
急
斜

面
が
多
く
、
草
刈
り
作
業
は
と
て

横地城跡保全の会

横地城跡をもっとたくさんの人に知ってほしい。そして、子どもたちが誇りに思える
邑の宝であり続けるために、横地城跡を保全するさまざまな活動を行っている。

よこじじょうあとほぜんのかい

菊川市東横地

車／東名高速道路菊川 ICから約 10分
電車・バス／ JR菊川駅から静鉄バス菊川浜岡線（浜
岡営業所行き）「西横地」バス停下車、徒歩約 40分

も
困
難
で
重
労
働
で
す
。
し
か
し
、

メ
ン
バ
ー
の
郷
土
愛
に
支
え
ら

れ
、
暑
い
日
も
寒
い
日
も
朝
か
ら

夕
方
ま
で
、
草
刈
り
機
を
持
っ
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
作
業
を
終
え

て
き
れ
い
に
な
っ
た
現
場
を
見
た

と
き
は
、
な
ん
と
も
い
え
な
い
充

実
感
が
あ
り
ま
す
ね
」と
話
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
横
地
城
跡
桜
ま
つ

り
の
主
催
や
、
小
学
生
に
向
け
た

シ
イ
タ
ケ
の
植
菌
体
験
を
通
し
た

食
育
活
動
、
横
地
地
区
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り
で
は
、
シ
イ
タ
ケ
の
原
木

販
売
や
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
サ
ポ
ー

ト
も
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
メ
ン
バ
ー
で
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い
、
横
地
に
ち
な
ん

だ
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
企
画
し
て

商
品
化
す
る
こ
と
に
も
力
を
注
い

で
い
ま
す
。

　
「
一
昨
年
、
横
地
城
の
御
城
印

横地城跡がこの先も美しく
愛される邑の宝であるために

横地城跡は当時の面影を
留めている貴重な城跡です。豊か
な自然に囲まれた山道はハイキングに
最適。コースの途中で、土塁、堀切、曲輪、
井戸跡などを見ることができます。春には
ソメイヨシノや山桜、八重桜など、約 500
本の桜が咲き誇ります。夏は森林浴を楽
しみながら、涼むにはもってこいの
スポットです。ぜひ遊びに来て

ください！

ま
ず
は
散
策し

て、
空気
や景観の良さを体感してくだ

さ
い
！

菊川市東横地で生まれ育つ。JR 東海を定年退職後、横地城跡運
営協議会会長のほか、静岡県公園指導員、菊川市緑化推進協会、
ふじのくに美農里プロジェクト活動組織である「田野址夢会」の
代表など、自治会の役員として幅広く活動中。

鈴木 勝章さん
すず   き 　 かつあき

を
作
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
人
気
で
、

遠
方
か
ら
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
る

方
も
増
え
た
ん
で
す
よ
」
と
笑
顔

で
話
す
鈴
木
さ
ん
。

　
「
菊
川
市
の
観
光
の
要
で
あ
る

横
地
城
跡
を
管
理
し
て
い
る
と
い

う
誇
り
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
横
地
城
跡
の

魅
力
づ
く
り
や
保
全
活
動
に
尽
力

し
て
い
き
た
い
」と
意
気
込
み
ま
す
。

　

現
在
は
間
伐
材
を
利
用
し
て

ト
ー
チ
を
試
作
中
と
か
。
そ
の
名

も
「
横
地
シ
ャ
ト
ー
ト
ー
チ
」。

横
地
城
跡
が
話
題
を
集
め
る
〝
火

種
〞
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。
完
成

し
た
暁
に
は
地
区
セ
ン
タ
ー
で
販

売
す
る
予
定
で
す
。

❶ 城跡ならではの急な傾斜も勢いよく登って作業する頼もしいメンバーたち。
❷ 横地城は室町期の遠江国有力国人横地氏の本城として築かれた山城。この山頂を中心に「東の城」、「中の城」、「西の城」を構え土塁や堀切、
井戸などを配し、築造当時の面影を残している城跡として知られており、平成 16年 9月には国指定史跡に指定された。

「横地シャトートーチ」
横地の間伐材を使ったスウェーデントーチ。キャンプや BBQ での焚
き火や調理、緊急時に暖を取る防災用品としても活躍します。販売開
始間近。

「横地城 御城印」300円
横地氏の家紋「鶴丸」と「亀甲花菱」
がデザインされています。令和 4年 3
月 6 日に行われた横地氏菩提寺の慈
眼寺の御開帳に合わせて販売開始。
菊川市観光協会にて販売中。

横地城跡桜まつり

桜が見頃を迎える4月上旬、千畳敷にて桜まつり
が開催されます。お花見のほか、子どもから大人
まで楽しめるイベントを実施。なかでもユニーク
なのが、お城で行われていた兵士の山岳訓練に由
来する「金玉落とし」。横地小学校の子どもたちが、
約15メートルの高さからから落とされた金色の
ボールを取り合います。
⚫ 場所/
　横地城跡千畳敷（菊川市東横地）
       問い合わせ/
　 0537-35-0936（菊川市商工観光課）

【4月上旬】

小学生を対象としたシイタケの原木づくりの指導を行っている。

❶ ❷

よこ           じ            じょう         あと



　

浮
橋
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
「
幻

の
そ
ば
」
を
ご
存
知
で
す
か
？
昔

は
浮
橋
地
区
の
多
く
の
家
で
、
そ

ば
を
育
て
、
打
っ
て
、
食
べ
て
い

ま
し
た
。
自
分
た
ち
が
食
べ
る
分

だ
け
作
っ
て
い
た
の
で
、
市
場
に

出
回
る
こ
と
が
な
い
こ
と
か
ら
、

「
幻
の
そ
ば
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。

　

そ
の
「
幻
の
そ
ば
」
を
味
わ
え

る
の
が
、
毎
年
12
月
に
邑
を
あ
げ

て
開
催
さ
れ
る
「
浮
橋
そ
ば
の
里

祭
り
」。
開
始
時
間
前
か
ら
大
行

列
が
で
き
、
２
０
０
０
食
が
わ
ず

か
２
時
間
ほ
ど
で
完
売
し
て
し
ま

う
人
気
ぶ
り
で
す
。

　

し
か
し
、
高
齢
化
な
ど
に
よ
る

担
い
手
不
足
で
、
そ
ば
農
家
が
年
々

減
少
し
、
み
ん
な
が
楽
し
み
に
し
て

い
る
イ
ベ
ン
ト
が
存
続
の
危
機
に
。 浮橋の伝統食「幻のそば」を栽培する農家が年々減少。

邑の宝を未来へつなごうと一致団結し、
それぞれの得意を持ち寄り、大きなパワーに変えている。

伊豆の国市浮橋出身。浮橋まちづくり実行委員会の代
表。JAを定年退職後、不動産管理会社に勤務しながら、
兼業農家として有機農業にも取り組んでいる。

古屋 洋司 さん

湧水に
恵まれた浮橋には、天然

のホタルが自生しています。夕
方から夜にかけて、たくさんのホタル
が舞う幻想的な風景を見ることができま
すよ。また、私たちが栽培した小麦 100％
で作ったこだわりのそうめんとうどんは、
「大仁まごころ市場」で購入できます。小
麦の旨味をしっかりと感じられる自信作

ですので、ぜひ味わってみて
ください！

そ
こ
で
、
地
元
有
志
メ
ン
バ
ー
が

立
ち
上
が
り
、
２
０
１
２
年
に
浮

橋
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
を
発

足
し
ま
し
た
。
以
来
、
遊
休
農
地

約
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
再
生
利
用
し

て
、
そ
ば
と
小
麦
の
栽
培
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

会
の
代
表
を
務
め
る
古
屋
洋
司

さ
ん
は
「
浮
橋
の
宝
は
、
豊
か
な

森
と
清
ら
か
な
湧
水
、
あ
と
は
人
。

若
い
世
代
か
ら
上
は
70
代
ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
得
意
な
も
の
を
持
ち

寄
っ
て
、
邑
の
活
動
に
還
元
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

が
大
き
な
パ
ワ
ー
に
な
っ
て
い
る

ん
で
す
よ
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
浮
橋
の
自
然
や
農

業
の
魅
力
を
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト
も

実
施
し
て
い
ま
す
。
都
市
部
の
小

学
校
と
連
携
し
て
行
う
田
舎
体
験

浮橋
うきはし

伊豆の国市浮橋

車／東名高速沼津 IC または新東名沼津長泉 IC
から伊豆中央道大仁中央 IC を降りて伊東方面
（亀石峠方面）へ、または国道 136 号三福 IC を
伊東方面へ向かい約 25分
電車・バス／伊豆箱根鉄道大仁駅から中伊豆東
海バスで約 30分「浮橋停車所」下車

は
、
10
年
以
上
継
続
し
て
い
る
恒

例
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
。

　
「
先
日
、
田
舎
体
験
に
参
加
し

た
子
が
社
会
人
に
な
っ
て
、『
お

じ
さ
ん
、
ま
た
来
た
よ
』
っ
て
遊

び
に
来
て
く
れ
た
ん
で
す
」
と
嬉

し
そ
う
に
話
す
古
屋
さ
ん
。

　

会
の
事
務
局
の
土
屋
栄
さ
ん
は

「
浮
橋
の
特
産
品
と
し
て
開
発
し
た

浮
橋
産
小
麦
１
０
０
％
の
う
ど
ん

と
そ
う
め
ん
は
、
有
名
ブ
ラ
ン
ド

に
負
け
な
い
美
味
し
さ
で
、
伊
豆

の
国
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
食
べ
て
ほ
し
い

で
す
」
と
自
信
に
満
ち
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
「
幻
の
そ
ば
」
の
商
品

化
に
挑
戦
中
。
そ
ば
名
人
た
ち
の

舌
を
納
得
さ
せ
る
乾
麺
の
誕
生
を

お
楽
し
み
に
！

ふる  や      よう じ

12月上旬に行われる「浮橋そばの里祭り」では、地域総動員で浮橋地区の伝統食であるそばを茹でて提供する。地域外に流通しないことから「幻のそば」と言われ、多くの人で賑わう。

きれいな水に育まれた
幻のそばを未来へつなぐ

天然
のホ
タルを観に来ませんか！

浮橋流しそうめん＆ホタル鑑賞会

浮橋で育てた小麦100％の風味豊かなそうめんを、浮
橋の竹で作った流し台で流します。その後は 幻想的
なホタルの舞を観察します。運が良ければ「手のりホ
タル」も体験できますよ。
⚫ 場所／浮橋公民館（伊豆の国市浮橋900-5 ）
　 問い合わせ／0558-76-3060（伊豆の国市商工会）

【6月下旬】

カブトムシ・クワガタ採り体験
【7月下旬】

くぬぎなどの広葉樹の豊かな森林の中で、カブトムシ・
クワガタを捕まえる自然体験イベント。子供の頃、クワ
ガタ採りが好きだった地元のおじさん達がガイドを務
め、クヌギ林に入ってカブトムシ・クワガタをつかまえ
ます。
⚫ 場所／浮橋公民館（伊豆の国市浮橋900-5 ）
　 問い合わせ／0558-76-3060（伊豆の国市商工会）

小麦の栽培から製粉、製麺、パッケージ
デザインまで、「メイドイン浮橋」にとこと
んこだわったうどんとそうめんです。地場
の農産物直売所「大仁まごころ市場」に
て販売。

食べ
てみ
て!

伊豆の国ブランド認定！浮橋産にとことんこだわった

浮橋うどん・浮橋そうめんも大人気 !

場所／伊豆の国市田原野440-4　　
問い合わせ／ 0558-75-4580
営業時間／9:00～16:00
定休日／第1・3木曜日、年末年始
https://magokoroi.jp/

●

●
●
●

大仁まごころ市場

遊休農地を利用して「幻のそば」の栽培を復活。景観保全にも貢献している。広尾小学校（東京都）の保護者と児童でつくる「親児（おやじ）の会」と浮橋まちづくり実
行委員会が連携して、田植えや野菜収穫などの田舎体験を行っている。

お話を聞かせていただいた、浮橋まちづくり実行委員会 代表の古屋 洋司さん（右）と事務局の土屋 栄さん（左）

⚫ 場所／浮橋公民館内特設広場（伊豆の国市浮橋900-5 ）      問い合わせ／0558-76-3060（伊豆の国市商工会）



　

清
流
と
緑
豊
か
な
山
々
に
囲
ま

れ
た
清
沢
地
区
。
美
し
い
石
積
み

の
茶
畑
と
棚
田
が
広
が
り
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
清
沢

が
静
岡
市
清
水
区
の
機
械
メ
ー

カ
ー
、
靜
甲
株
式
会
社
と
「
一
社

一
村
し
ず
お
か
運
動
」
の
協
定
を

結
ん
だ
の
は
２
０
０
９
年
。

　

き
っ
か
け
に
つ
い
て
清
沢
の
大

棟
さ
ん
は
「
メ
ン
バ
ー
の
多
く
は

70
代
に
突
入
し
、
農
作
業
は
も
ち

ろ
ん
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
自
治

会
の
運
営
が
困
難
に
な
っ
て
い
た

こ
と
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

一
方
、靜
甲
の
藤
原
さ
ん
は
「
企

業
と
し
て
社
会
貢
献
を
継
続
し
て

行
う
た
め
に
、
社
員
の
地
域
貢
献

の
意
識
向
上
や
社
員
同
士
の
親
睦

の
場
を
求
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
県

の
仲
介
に
よ
り
、
清
沢
さ
ん
と
の

お
付
き
合
い
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
」
と
経
緯
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

田
植
え
や
稲
刈
り
、
そ
ば
の
栽

培
、
季
節
ご
と
の
お
祭
り
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
、
年
間
を
通
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
協
働
活
動
に
取
り
組
ん
で

一社一村しずおか運動をきっかけに、靜甲株式会社との協働活動がスタートして 15年。
企業と地域という垣根を越えて、人と人のつながりが広がり、深まっています。

NPO法人フロンティア清沢

い
ま
す
。

　

清
沢
の
幡
川
さ
ん
は
「
若
い
方

た
ち
が
手
伝
い
に
来
て
く
だ
さ
る

と
、
邑
が
活
気
に
あ
ふ
れ
、
私
た

ち
も
元
気
を
も
ら
え
ま
す
」。

　

靜
甲
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
普
段

で
き
な
い
体
験
や
景
色
に
出
会
え

る
。
私
た
ち
に
と
っ
て
も
貴
重
な

経
験
で
す
」（
藤
原
さ
ん
）、「
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
で
も
清
沢
に
来
る
の
が

楽
し
み
。
人
の
や
さ
し
さ
や
温
か

み
に
癒
さ
れ
ま
す
」（
清
田
さ
ん
）、

「
も
っ
と
多
く
の
社
員
に
清
沢
の
魅

力
を
知
っ
て
ほ
し
い
し
、
知
ら
ず

に
い
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
こ

の
活
動
が
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
、

双
方
に
と
っ
て
幸
せ
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
」（
岩
﨑
さ
ん
）
と
い
っ

た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

第二の故郷として
また来たいと思える清沢でありたい

❸

×靜甲株式会社

一社一村しずおか運動
企業と農村が協働活動することで
静岡の農山村地域の活性化を図る運動です。

若
い
力
で
邑
に
元
気
と
賑
わ
い
を

清
沢
は
第
二
の
故
郷

学
び
や
癒
や
し
の
場
に
も

清沢
きよさわ

静岡市葵区

車／ JR静岡駅から国道 362号線を北へ約 45分
電車・バス／ JR 静岡駅から藁科線（久能尾行き）で
約 45分「下相俣」下車

～フロンティア清沢にとって～

期 待 で き る 効 果

・若い人が参加することで、元気や賑わいが生まれる
・人手が足りない活動を手伝ってもらえる
・里の駅の商品を利用してもらえる

～靜甲株式会社にとって～
・地域社会に貢献できる
・普段できない体験を通して、学びや気づきが得られる
・社員同士の交流が深まる
・親子のコミュニケーション　・癒やしの場になる

　
「
継
続
は
力
な
り
と
言
い
ま
す
。

次
の
世
代
に
ど
う
受
け
継
い
で
い

く
か
が
課
題
で
す
」
と
話
す
大
棟

さ
ん
。
幡
川
さ
ん
は
「
私
た
ち
が

今
で
き
る
こ
と
は
、
清
沢
の
魅
力

づ
く
り
と
そ
れ
を
広
く
発
信
す
る

こ
と
。
靜
甲
の
皆
さ
ん
に
『
ま
た

来
た
い
』
と
思
っ
て
も
ら
え
る
ワ

ク
ワ
ク
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
こ
れ
か

ら
も
企
画
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
今
後
に
か
け
る
思
い
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

地域のメリット

企業のメリット

清沢地区で採れた野菜や加工品を販売しています。名物の「きよさわよも
ぎ金つば」は午前中で売り切れてしまうことも。レモンを使った特産品づく
りも盛んで、「清沢式ぶっかけレモン」は大人気商品です。猪肉を使ったコ
ロッケや肉まん、定食やおそばなど、清沢のおかあさんの味も楽しめます。

きよさわ里の駅

取材協力してくれた皆さん。左から清田 琴乃さん（靜甲）、大棟 鉄雄さん（フロンティア清沢）、
岩﨑 謙治さん（靜甲）、幡川 恵子さん（フロンティア清沢）、藤原 恒治さん（靜甲）。清沢式ぶっかけレモン 

清
沢
の
魅
力
を
広
く
ア
ピ
ー
ル

一社一村しずおか運動

場所／静岡市葵区相俣200　　
問い合わせ／054-295-3783
営業時間／9:00～16:00　　
定休日／月曜、年末年始
駐車場／約10台

●

●
●
●

そばの脱穀風景。初めて触る農機具にワクワク、ドキドキ。

そばの収穫

お祭りのお手伝いにも積極的に参加
する靜甲株式会社のみなさん。



と
呼
ば
れ
る
小
さ
く
に
ぎ
っ
た
お
赤
飯
を

お
供
え
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
「
す
コ

コ
ン
お
く
れ
、
す
コ
コ
ン
コ
ン
」
と
唱
え

な
が
ら
、
近
所
の
家
々
を
回
り
、
お
供
え

し
て
あ
る
「
お
も
っ
そ
」
を
取
り
に
行
っ

た
そ
う
で
す
。

　

６
月
の
田
植
え
体
験
で
は
、
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。「
食
べ
ら
れ
る
ア
ー
ト
」

と
し
て
、
縦
15
メ
ー
ト
ル
、
横
50
メ
ー
ト

ル
の
田
ん
ぼ
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
、
品
種
の

異
な
る
も
ち
米
、
ひ
よ
く
も
ち
、
み
ど
り

も
ち
、
ピ
ン
ク
米
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
の
絵
柄
は
、
雄
踏
中
学
校
の

美
術
部
の
生
徒
が
考
案
。
今
年
開
催
さ
れ

る
浜
名
湖
花
博
と
浜
松
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル
に
ち
な
ん
で
、
ピ
ア
ノ
と
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
と
キ
ツ
ネ
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

見
頃
を
迎
え
る
の
は
９
月
の
予
定
と
か
。

　
「
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
喜
ん
で
く
だ
さ
っ

て
い
る
姿
が
、
私
た
ち
の
励
み
に
な
り
ま

す
」
と
加
茂
さ
ん
。
こ
の
後
、
10
月
に
稲

刈
り
体
験
、
12
月
に
「
ミ
ニ
す
コ
コ
ン
祭
」

を
開
催
。
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
で
収
穫
し
た
も

ち
米
で
、
餅
投
げ
が
行
わ
れ
ま
す
。
雄
踏

町
の
魅
力
を
五
感
で
味
わ
い
ま
せ
ん
か
？

雄
踏
町
の
魅
力
を
五
感
で
味
わ
う
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

らびりんすゆうとう
浜松市中央区雄踏町

バス／浜松駅から遠鉄バス 35分
雄踏小学校下車徒歩 10分
舞阪駅から遠鉄バス 10分
雄踏小学校下車徒歩 10分
車／東名浜松西 ICから 20分

新たな取り組みで地域を盛り上げる邑びとを紹介します。
今回は「らびりんすゆうとう」の代表、加茂 博子さんに
話を聞きました。

最初に、地元の人々の自慢である「白
糸コシヒカリ」のお米が収穫される平
成棚田を紹介してもらいました。田ん
ぼを管理しやすくするためのほ場整備
が平成 18 年に終わったので、「平成棚
田」と名付けられました。取材した日
はよく晴れていて、平成棚田から見え
る富士山がとても魅力的でした。

長い年月をかけて整備を行った平成棚田

地域住民の活動の一つとして、「平成棚
田」「自然公園」「白糸の滝」などを散策
する「ノルディックウォーキング」が開
催されています。2019 年からコロナの
影響で中止となりましたが、今年中の再
開を検討しているとのことです。

 白糸の里を回る「ノルディックウォーキング」

祭りは 3 月に開催され、竹灯籠を
3,776 本を作って、棚田に並べま
す。中にろうそくを立てて一つ一
つ点火します。夕暮れ時には、富
士山と竹灯籠の光で観覧者を感動
させます。今回はパネル写真で見
ましたが、ぜひその絶景を一度実
際に見てみたいと思います。

竹灯籠が光る「富士山白糸平成棚田祭り」

静岡県の富士宮市に、自然に囲まれて、歴史が息づく邑があります。今回は 2 人
で「白糸の里｣に行って、取材しました。「白糸の里」は、富士山の西麓に位置し、
富士山を彩る田園風景が広がっているところです。地元の方の話を聞いたり、見
事な景色を眺めたり、農業体験をしたりして、思い出がたくさん残る一日でした。 

白糸の里
しらいとのさと

富士宮市

車 /東名高速　富士 ICまたは富士川スマート IC
より約 35分新東名高速　新富士 ICより約 35分
バス /JR 富士宮駅－（富士急バス　白糸の滝行き）
白糸の滝バス停

原川では、お盆に帰省してきた子ども
や孫たちとの交流を目的として鱒釣り
交歓会が開催されます。地域の特産の
『鱒（ます）』を川へ放して、前半は参
加者が釣り糸を垂らし、後半は水を少
なくして、川に入って「手づかみ」体
験を行います。子供向けのたらい流し
体験もこの原川で行われます。

原川親水公園

白糸の里では、春に田植え体験、秋に稲刈り体験がありますが、
今回は、「トウモロコシの定植体験」をしました。トウモロコシ
の苗を土に植えた後、水をやったり、カラス等の鳥害対策で紐
を張ったりしました。

自然との繋がりをより強く感じた農業体験

「いいな故郷は、守ろう原睦み会」と
いう組織で棚田を守り、多くの人に白
糸の里を知ってもらいたいという思い
を込めて色々な活動を行っています。
こんなにすばらしく白糸の里が守られ
ているのは、地域住民一人一人の努力
のおかげだと思います。ただ、高齢化で若者が少なくなりつつ
あるので、白糸の里の未来に不安があります。
若者の皆さん、ぜひ地域の活動に参加したり、SNS に広げたり
するなど、素敵な白糸の里を守っていきましょう！ 

地域住民の努力と願い事

たけ　とう　ろう

『
す
コ
コ
ン
』
を
復
活
さ
せ
て

邑
を
盛
り
上
げ
た
い

食
べ
ら
れ
る
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
に
挑
戦

　
「
歴
史
あ
る
雄
踏
町
の
魅
力
を
も
っ
と
多

く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
雄
踏
町

が
大
好
き
な
仲
間
10
名
が
集
ま
り
、「
ら
び

り
ん
す
ゆ
う
と
う
」
は
発
足
し
ま
し
た
。

主
な
取
り
組
み
は
、
稲
か
ら
広
が
る
４
つ

の
体
験
イ
ベ
ン
ト
、「
竹
の
子
ほ
り
」「
田

植
え
」「
稲
刈
り
」「
す
コ
コ
ン
祭
」
で
す
。

　

き
っ
か
け
に
つ
い
て
加
茂
さ
ん
は
、「
雄

踏
町
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
風
習
『
す
コ
コ

ン
』。
今
か
ら
50
年
ほ
ど
前
に
途
絶
え
て
し

ま
い
、
今
で
は
知
っ
て
い
る
人
も
少
な
く

な
り
ま
し
た
。
古
き
良
き
こ
の
風
習
を
復

活
さ
せ
て
、
未
来
に
つ
な
げ
た
い
と
思
っ

た
ん
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
す
コ
コ
ン
」
と
は
雄
踏
町
と
周
辺
の
ま

ち
に
伝
わ
る
、
12
月
15
日
（
地
の
神
様
の

お
ま
つ
り
の
日
）
に
行
わ
れ
て
い
た
風
習
。

各
家
に
あ
る
地
の
神
様
へ
、「
お
も
っ
そ
」

らびりんすゆうとう

たな      だ

岸・ミレナ けい子
静岡県知事直轄組織多文化共生課国際交流員

（左）【ブラジル】

ヴォ・ティ・ホン （右）【ベトナム】

加茂 博子
らびりんすゆうとう

さん代表

竹の子ほり（4月）

すココン祭（12月）

稲刈り（10月）
「すココン」のお供え物「おもっそ」

2023年の田んぼアート次は世界遺産である「富士山」の構成資産の１つ、「白糸の滝」
を訪れました。滝を見た瞬間、なぜ「白糸の滝」と呼ばれてい
るか分かりました。まるで何百万の糸が垂れるように見えます。
地元の方によると、何十年も前に富士山に積もった雪が溶けて、
地下を流れて湧いてきた水が川になって、ここに流れ落ちてい
るそうです。自然が素晴らしいと思いました。

地域の宝である「白糸の滝｣

「自然公園」で和紙の原料である
「三椏」の木を見ました！

8 月ごろに収穫でき
ると言われ、自分が
植えたトウモロコシ
を食べてみたいの
で、また行きたいな
と思いました。

組合のおばあちゃんとおにぎりを作
りましたよ！お米の種類と植え方に
よってご飯の味が異なることをとて
も感じました。



訪れてみたくなる、過ごしたくなる、
農 村 の「食」、「文 化」、「人 々」の
写 真・投 稿 を 募 集 し ま し た。

「農村の温もりに触れよう！」
冬のテーマ

フォトコンテスト

入 賞 作 品 発 表
# しずおかむらたび冬 2023

7/1
応募期間

9/30Mon～ Mon

2024 年 7月 1日（月）から夏のフォトコン
テスト開催中です！
応募期間は 9月 30 日まで。皆様からの多数
の応募をお待ちしております！

今回のテーマは、
「記憶に残る農村の一コマ」です。

#しずおかむらたび 夏 2024作品募集中！

詳しくは
「むらサポ」
instagram
アカウント
をチェック！

天子ヶ岳の里河津桜とねはんの里 沢田

石部赤根田村百笑の里

（小山町）
撮影者 : fieldnow3さん
撮影時期 : 令和 6年 2月

「水掛菜の摘み取り」
（御殿場市）
撮影者 : kana_11199 さん
撮影時期 : 令和 5年 12月

「また明日ね」

（掛川市）
撮影者 : aripeimamaさん
撮影時期 : 令和 6年 1月

「じいじとみかん狩り」
（浜松市中央区）
撮影者 : popoponcoco さん
撮影時期 : 令和 6年 2月

「冬と言ったらみかん」
（裾野市）
撮影者 : hisako.manekineko さん
撮影時期 : 令和 6年 1月

「わが家のどんど焼きより」
（富士宮市半野）
撮影者 : otnky321 さん
撮影時期 : 令和 6年 1月

「富士のどんど焼き」
（浜松市）
撮影者 : momo_o1212 さん
撮影時期 : 令和 6年 2月

「もうすぐ一年生」
（河津町沢田）
撮影者 : uav.photo さん
撮影時期 : 令和 6年 2月

「冬の終わり、鯉のぼり泳ぐ桜の里」

（河津町）
撮影者 : hayanoyuka さん
撮影時期 : 令和 6年 2月

「一足早い春」
（富士市大淵）
撮影者 : sansan_3737 さん
撮影時期 : 令和 6年 1月

「茶畑の星空」
（藤枝市滝沢）
撮影者 : shin81014_3rd さん
撮影時期 : 令和 6年 2月

「滝沢八坂神社の田遊び」

（松崎町 石部の棚田）
撮影者 : tukusi01 さん
撮影時期 : 令和 6年 2月

「早春の石部の棚田」
（富士宮市柚野）
撮影者 : hime_20042004 さん
撮影時期 : 令和 6年 1月

「お散歩」
（島田市大代）
撮影者 : gongon1963 さん
撮影時期 : 令和 5年 12月

「今年もジャンボ干支が登場」
（浜松市浜名区渋川古東土）
撮影者 : ogurisusumuさん
撮影時期 : 令和 6年 2月

「絶景雪化粧のお茶畑」

大淵笹場

第10回静岡県農村の魅力フォトコンテスト
大好き！渋川



7月28日（日）～9月8日（日）
御
殿
場
市

沼田ロマンチック街道

沼田ブルーベリー農園
大収穫祭 2024

御殿場市沼田 112
ロマンチック街道　沼田直売所
0550-78-6473

毎月第3日曜9時～9時30分
浜
松
市

恩地町環境みどり会

恩地町みどり朝市

恩地町公会堂屋外広場
駐車場有 無料恩地町環境みどり会 見野

053-426-2888

地産地消のみどり朝市～地元産野菜～中心の即売会です。安全・
新鮮・安～い

浜松市中央区恩地町 443番地　

毎月開催イベント

2024
令和 6年

Summer

September9
Jul. Aug. 7,8

食べ放題を楽しめるブルーベリー狩りを今年も開催します。

8月25日（日） 16時～19時
浜
松
市

美竹林と極旨野菜の里

CoCoChi の夏祭り

緑の谷のごちそうテラス 

( 株 ) ジー・ディ・エス (木下）
053-482-3768

CoCoChi の体験テラスで射的、輪投げ、スマートボールや綿菓
子、かき氷など夏祭りを開催します。

CoCoChi( 体験テラス）
浜松市西区大久保町 1173

9月28日（土）、10月5日（土）9時半～正午

稲刈りのお手伝いと稲運びを体験できます。

三
島
市

山田川自然の里

棚田づくり応援隊 秋の陣

山田川自然の里 棚田
山田川ｸﾞﾘｰﾝﾂｰﾘｽﾞﾑ研究会事務局（農と食のまちづくり課内）
055-983-2652

9月下旬

田原小学校 5年生が、稲刈り体験と脱穀体験を行います。

磐
田
市

田原地区

稲刈りと脱穀体験

磐田市明ケ島地区
田原みどりの会 事務局 鈴木卓伯
0538-35-4269

9月（予定）

天城連山後方より昇る満月の下、和楽を楽しむことができます。

伊
豆
市

伊豆月ヶ瀬梅の里

お月見コンサート

伊豆月ヶ瀬梅林
伊豆月ケ瀬梅組合
0558-85-0480

伊豆市月ヶ瀬 763-2

入園料 600円（小学生以上）

１０月５日(土）、６日(日）
松
崎
町

石部赤根田村百笑の里

石部棚田収穫祭

石部の棚田
松崎町企画観光課
0558-42-3964

石部地区の棚田で稲の収穫祭を行います。

９月８日（日）10時～14時
菊
川
市

こがね色の里

田んぼアート菊川 2024収穫祭

菊川市下内田 4261-１付近
田んぼアート菊川実行委員会
090-7910-7296

老若男女問いません。田んぼアートのお米の収穫を行い
ます。暑いので水分を持ってきましょう。

参加費 500円（保険料、昼食代、お土産代）
荒天の場合中止
汚れてもいい服装で参加、参加者の住所確認あり

駐車場有

駐車場有 
参加費無料

要事前申込（三島市の広報等に申込詳細掲載）

【要事前申込】

【見学のみ】

October10

入場料（未定）　　駐車場無料

10月の中旬から下旬の土･日
藤
枝
市

殿

コスモスイベント

藤枝市岡部町殿字抜井の休耕田
藤枝市岡部観光案内所 054-667-6060

コスモス畑を中心に物産販売・花狩り等を行います。

特設駐車場を開設 次年度栽培協力金として
車 1台につき 300円をお願いします

10月下旬

親子で稲刈り体験を行います。

浜
松
市

～竜ヶ石山～西四村の里

稲刈り体験

浜松市浜名区引佐町田畑地内 白橿棚田
白橿棚田会事務局　戸田達也
 090-7029-0892

10月上旬

竜ケ石山をガイドさんと自然観察しながらのんびりと
ハイキングします。

浜
松
市

～竜ヶ石山～西四村の里

竜ケ石山ハイキング

浜松市浜名区引佐町 竜ヶ岩洞集合
戸田達也
090-7029-0892

1０月中旬

期間中、コスモス畑を鑑賞いただけます。

浜
松
市

村櫛地区

花の鑑賞会・さつまいもの収穫祭

浜松市中央区村櫛町  臨海 A区 900㎡
村櫛地区環境保全協議会むらちゃネット
053-488-0800
駐車場有（無料）日時は電話でお問合せ願います。

11月中旬

田原小学校 3年生が大豆の収穫体験を行います。

磐
田
市

田原地区

大豆の収穫体験

磐田市三ケ野地区

【見学のみ】

１０月１９日(土）～１１月１０日(日）
松
崎
町

松崎地区

松崎まちかど花飾り

中宿通り、なまこ壁通り周辺、長八美術館、
明治商家中瀬邸、伊豆文邸、浜丁
松崎町企画観光課 0558-42-3964

松崎町の歴史・文化など地域の特性を活かした花の
イベント

お越しいただく皆様へのお願い

開催日時や内容は、余儀なく変更・中止される場合がございますのであらかじめご了承ください。

November11

MAP

8月23日（火)
藤
枝
市

殿

虫送り

藤枝市岡部町殿地先の農道脇

藤枝市岡部観光案内所
054-667-6060

虫供養のために、子供達が松明をもって水田脇に
立てかけられた大松明に火を付けて歩きます。

駐車場無 公共交通機関等のご利用をお願いします

8月25日（日）9時より

棚田周辺の草刈り等を行います。

伊
豆
市

いずのやね茅野

棚田草刈り

茅野の棚田
はちくぼ会
090-2268-7989

参加費無料　　駐車場有 

9月14日（土）～15日（日）

地区の３つの神社のお祭りです。2日間の仮装コンクールを
開催、賞金あります！

浜
松
市

水窪地区

水窪祭り

浜松市天竜区水窪町 商店街通り近辺
天竜区観光協会水窪支部 053-987-2100

9月14日（土）、9月21日（土）9時より

うるち米の稲刈りを行います。

伊
豆
市

いずのやね茅野

うるち米稲刈り

茅野の棚田
はちくぼ会
090-2268-7989

10月5日（土）
藤
枝
市

滝沢・滝ノ谷

秋まつり

八坂神社

054-645-1100

複数演目のある神楽を奉納します。大人だけでなく、
小学校高学年の女の子たちも参加します。

藤枝市滝沢 1320

藤枝市役所 スポーツ文化観光部 文化財課

9月下旬～10月中旬
裾
野
市

パノラマ遊花の里

富士山すそのパノラマロード
コスモスまつり

裾野市須山地先

裾野市パノラマロードを花でいっぱいにする会
事務局（裾野市農林振興課内）担当：山井
055-995-1823

（コスモスの開花時期に合わせて開催予定のため、日時未決定）

パノラマ遊花の里（ヘルシーパークすその入口付近）

パノラマ遊花の里では、9月下旬から 10月中旬にコスモス
が満開となり、見頃を迎えます。飲食ブース、お楽しみ抽選
会有。また、写生大会も実施し、写生したはがきは参加者全
員のご自宅にお届けします。

参加費無料　　無料駐車場有 

10月中旬

田原小学校 1，2年生が、さつま芋掘り体験を行います。

磐
田
市

田原地区

さつま芋掘り体験

磐田市三ケ野地区

【見学のみ】

1０月27日（日）

長野県（信州軍）と静岡県（遠州軍）県境をかけて綱引き
3本勝負を行います。

浜
松
市

水窪地区

第 34回峠の国盗り綱引き合戦

浜松市天竜区水窪町　兵越峠
天竜区観光協会水窪支部
053-987-2100
シャトルバス有

10月20日（日）9時より

もち米・黒米稲刈りを行います。

伊
豆
市

いずのやね茅野

もち米・黒米稲刈り

茅野の棚田
はちくぼ会
090-2268-7989

11月16日（土）9時～正午

野菜の品評会と販売を行います。里山遊びもできます！

三
島
市

山田川自然の里

収穫祭

山田川自然の里 管理棟前広場
山田川ｸﾞﾘｰﾝﾂｰﾘｽﾞﾑ研究会事務局（農と食のまちづくり課内）
055-983-2652

11月23日（土）9時より

餅つき等を行います。

伊
豆
市

いずのやね茅野

収穫祭

茅野区集会場
はちくぼ会
090-2268-7989

田原みどりの会 事務局 鈴木卓伯
0538-35-4269

田原みどりの会 事務局 鈴木卓伯
0538-35-4269

駐車場無
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